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拡
げ
よ
う
が
‥
協
賛
・
賛
助
の
輪

「
世
界
平
和
」
や
「
人
権
擁
護
」
は

現
代
に
生
き
る
私
達
に
と
っ
て
、
最
大

の
関
心
事
の
Ｉ
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
日

常
生
活
の
周
囲
に
は
、
生
命
を
軽
視
す

る
事
象
が
何
と
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
や
こ
ど
も
の
自
殺
の
ニ
ュ
ー
ス

が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
程
、
私
達
の
こ

こ
ろ
を
痛
め
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
昨

年
七
月
開
局
以
来
、
一
日
も
休
む
こ
と

な
く
約
一
〇
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
員
が
電
話
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
要
望
件
数
が
多
く
て
充
分
こ
た
え

き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

目
下
の
急
務
は
、
一
日
も
早
い
電
話

の
増
設
と
、
受
付
時
間
の
延
長
で
あ
り

そ
の
た
め
に
、
す
ぐ
れ
た
相
談
員
の
増

強
確
保
を
は
か
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
四
月
よ
り
の
新
年
度

は
事
務
局
員
を
増
強
し
、
相
談
員
の
訓

練
養
成
計
画
を
強
化
す
る
発
展
的
な
対

策
が
た
て
ら
れ
、
五
月
よ
り
事
務
局
も

新
し
い
場
所
に
移
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。一

方
財
政
面
を
考
え
ま
す
と
、
「
い
の

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
財
務
委
員
長
木
本
精
之
助

ち
の
電
話
」
は
本
来
「
悩
め
る
人
達
の

友
と
な
る
」
有
志
の
運
動
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
こ
の
働
き
に
要
す
る
費
用
は
、

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
々
の
賛
助
会
費
、

献
金
、
寄
付
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い

て
、
電
話
相
談
に
よ
る
収
入
を
期
待
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
局
第
一
年
」
目
の
一
九
八
五
年
度
は

一
、
二
〇
〇
万
円
を
越
え
る
賛
助
会
費
、

寄
付
金
や
援
助
金
そ
の
他
に
よ
り
、
必

要
な
経
費
を
、
一
部
を
残
し
て
ほ
ぽ
ま

か
な
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
一
九

八
六
年
度
は
、
前
述
の
如
く
、
本
格
的

に
電
話
相
談
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
予
算
も
Ｉ
、
六
五
二

万
円
と
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
年
度
に
比
ぺ
て
、
か
な
り
の
増
額

と
な
り
ま
す
の
で
、
資
金
調
達
の
面
か

ら
は
、
困
難
を
予
測
さ
れ
る
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
開
局
二
年
目
を
迎
え
て
、

本
格
的
な
奉
仕
の
展
開
を
は
か
る
た
め

に
、
理
事
会
は
積
極
的
な
予
算
編
成
に

決
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

「
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ぱ
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、

感
謝
す
ぺ
き
こ
と
に
、
設
立
準
備
の
段

階
か
ら
、
有
志
の
賛
同
者
を
次
々
に
増

し
加
え
る
こ
と
が
出
来
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
賛
助
会
員
は
四
二

四
名
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
乍
ら
、
名
古
屋
市
の
総
人
口

に
比
べ
れ
ば
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
心
あ
る
人
々

の
善
意
に
訴
え
て
協
力
を
得
る
の
に
、

ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
で
あ
り
、

賛
同
者
の
輪
を
拡
大
す
る
非
常
に
大
き

い
可
能
性
の
前
に
、
私
達
は
立
っ
て
い

る
と
云
え
ま
し
よ
う
。

財
務
委
員
会
の
課
題
は
、
「
い
の
ち

の
電
話
」
の
安
定
し
た
運
営
を
は
か
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
の
で
、
次
々
に
的
確

な
方
策
を
う
ち
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
の
た
め
に
も
、
多

く
の
方
々
の
ご
奉
仕
が
も
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
お
読
み
頂
い
た
方
が
、

身
近
か
な
と
こ
ろ
で
ま
ず
一
名
の
贅
助

会
員
を
お
勧
め
下
さ
る
こ
と
が
、
大
き

な
支
え
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
ま
す
。
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名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
半
年
間
の
傾
向

昨
年
の
七
月
一
日
に
開
局
し
て
い
ら

い
半
年
間
の
相
談
電
話
受
信
内
容
の
実

態
が
、
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
へ
報
告
す
る

た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

そ
れ
を
と
お
し
て
相
談
電
話
の
傾
向
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
半
年
間
の
総
受
信
相
談
件
数
は

三
三
七
〇
件
（
男
一
四
六
五
件
、
女
一

九
〇
五
件
）
で
、
そ
れ
に
無
言
（
五
七

三
件
）
を
く
わ
え
る
と
三
九
四
三
件
の

受
信
で
、
一
日
平
均
一
八
・
三
件
の
相

談
、
無
言
を
く
わ
え
る
と
二
丁
四
件

の
受
信
老
な
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
ー
）
。

問
題
別
で
は
夫
婦
、
性
、
人
性
の
順

に
多
く
、
そ
れ
を
男
女
別
で
比
べ
る
と
、

男
は
性
が
一
番
多
く
、
つ
い
で
人
性
、

情
報
、
男
女
の
順
に
な
り
ま
す
。
女
で

一
番
多
い
の
は
夫
婦
で
、
つ
い
で
人
性
、

家
族
、
保
健
医
療
と
な
り
、
男
女
の
違

い
を
示
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
２
）
。

年
代
別
で
は
Ｉ
〇
代
が
圧
倒
的
に
多

く
、
二
〇
代
と
あ
わ
せ
る
と
、
若
年
層

が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

３
Ｌ
１
１
１
に
よ
る
相
談
内
容
で
は
、

一
〇
代
、
二
〇
代
で
は
性
、
男
女
、
人

性
、
保
健
医
療
、
家
族
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
五
〇
代
、
六
〇
代
は
相
談
件
数

も
少
く
な
り
ま
す
が
、
一
番
多
い
相
談

は
家
族
で
、
世
代
間
の
遼
い
を
よ
く
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。

自
殺
予
防
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、

自
殺
を
訴
え
た
相
談
は
、
受
信
相
談
件

数
の
七
・
五
％
に
あ
た
り
、
年
代
別
で

は
Ｉ
〇
代
、
二
〇
代
、
一
〇
代
、
二
〇

代
、
一
二
〇
代
の
順
に
な
り
、
若
年
層
に

自
殺
志
向
の
強
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
（
グ
ラ
フ
４
）
。

１〕受信相談件数〔

『

〔２〕問題別傾向
教育・法律経済社会

対人関係

保健医療

〔３〕年代別傾向〔４〕自殺を訴えた相談の年代別傾向

事
務
局
人
事

５０才代
４％

青
木
明
子
さ
ん
一
二
月
末
ま
で
は
パ
ー

ト
と
し
て
、
事
務
局
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
四
月
よ
り
主
事
と
し

て
正
式
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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津 田 能 人
寸寸‘

ｌパイプオルガン演奏会
名古屋いのちの電話
第２回チャリティコンサート

賛助出演名古屋バッハ合唱団

００～８：３０・

一

リック五反城教会
７
ト

Ｉ
が日（土）０１５，１

ｊ - ，

昨
年
第
一
回
を
開
催
し
大
好
評
を
い

た
だ
い
た
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
。
第
二
川
の
今
年

は
五
月
一
〇
日
（
土
）
カ
ト
リ
ッ
ク
丘

反
城
教
会
を
会
場
に
、
京
郁
よ
り
津
田

能
人
氏
を
お
招
き
し
て
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
演
奏
会
で
す
。
合
唱
に
は
名
古
屋

バ
ッ
ハ
合
唱
団
が
賛
助
出
演
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
第
一
回
と
同
様
に
楽
し
く

す
ば
ら
し
い
演
奏
会
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
す
で
に
チ
ケ
ッ
ト
が
で
き
て
い

ま
す
の
で
お
求
め
く
だ
さ
い
（
前
売
一

五
〇
〇
円
、
当
日
一
八
〇
〇
円
）
。
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
バ
ッ
ハ

ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
ニ
短
調

協

奏

曲

イ

短

調

前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
ト
長
調

三
つ
の
コ
ラ
ー
ル
前
奏
曲
（
合
唱
）

●
フ
ラ
ン
ク

コ
ラ
ー
ル
第
三
番
イ
短
調
他

１
１
４
Ｓ
Ｉ
Ｓ
４
１
１
４
寸
ｌ
ｌ
‘

♪・ Ｓ ● ｆ Ｓ ｆ ｇ Ｊ ● ● ｜ｆＪ』

ｉ
ｉ
ｉ
ｋ
Ｓ．．．．Ｊ，

ｆ

五
月
二
四
日

事
務
局
大
津
橋
へ

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

か
ね
て
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
事
務
局
の
移
転
が
五
月
二
四
日
に
お

こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

事
務
局
は
地
下
鉄
「
市
役
所
」
駅
下
車

徒
歩
五
分
程
の
「
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
」
（
中
区
丸
の
内
ご
丁
六
-
四
三
）

四
階
で
す
。
移
転
に
と
も
な
い
相
談
電
話

は
（
九
七
一
）
四
三
四
一
二
に
、
事
務
局
は

（
九
七
こ
一
五
一
八
一
に
変
更
に
な
り
ま

す
（
五
月
二
五
日
）
。
相
談
電
話
番
号
の

楽
し
い
語
呂
合
せ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
「
苦
無
い
し
み
じ
み
」
「
苦
し

み
悩
み
、
一
緒
に
し
み
じ
み
」
か
応
募

さ
れ
て
い
ま
す
。

７ １ - ４ ３ ４ ３

（５月２５日より）

９

一
九
八
六
年
度
予
算
き
ま
る

一
九
八
六
乍
度
の
予
算
が
第
三
回
理

事
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
一
六

五
二
万
円
。
賛
助
会
費
、
寄
附
金
、
年

末
募
金
で
約
七
〇
％
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-

九

八
六
年
度
予
算
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今
第
三
回
理
事
会
報
告
今

日
時
一
九
八
六
年
一
月
二
九
日
團

午
前
一
〇
時
-
正
午

場
所
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

出
席
理
事
一
四
名
中
八
名
。
事
務
局

三
名
。

運
営
委
員
会
、
財
務
委
員
会
、
訓
練

委
員
会
、
事
務
局
よ
り
の
報
告
を
承
認

の
後
、
協
議
に
移
り
ま
し
た
。

Ｈ
一
九
八
六
年
度
事
業
計
画
の
件

小
川
事
務
局
長
よ
り
一
九
八
六
年
度

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
日
常
業
務
の
外
に
主
要
な
も

の
は
、
電
話
セ
ン
タ
ー
の
移
転
、
第
一
二

期
電
話
相
談
員
養
成
講
座
、
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
演
奏
会
な
ど
の
計
画
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
計

画
を
承
認
し
ま
し
だ
。

圖
事
務
局
人
事
の
件

島
田
理
事
よ
り
訓
練
担
当
主
事
の
採

用
が
急
務
で
あ
る
と
の
提
案
が
あ
り
、

協
議
の
結
果
、
訓
練
お
よ
び
一
般
事
務

担
当
の
主
事
一
名
を
四
月
一
日
付
で
採

用
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

凶
一
九
八
六
年
度
予
算
の
件

木
本
理
事
が
資
料
に
基
き
、
予
算
案

を
説
明
し
た
の
を
受
け
て
協
議
し
た
結

果
、
予
算
総
額
を
一
七
〇
〇
万
円
程
度

と
す
る
こ
老
を
可
決
し
、
細
部
の
検
討

を
財
務
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

◆
い
り
な
か
だ
よ
り
◆

１
２
月
２
日
連
絡
調
整
係
・
電
話
相
談
研

修
生
に
始
め
て
出
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
作
業
。
運
営
委
員
長
塚
田
氏
と
打

ち
合
せ
’
３
日
名
古
屋
学
院
大
学
チ
ャ

ペ
ル
ー
ア
ワ
ー
で
ア
ピ
ー
ル
。
９
日
担

当
編
成
係
・
一
月
号
の
担
当
表
作
成
、

ま
る
で
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
希
望
日
時
に

苦
労
す
る
。
１
０
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
聞

係
・
仲
間
通
信
の
役
割
を
担
う
新
聞
の

イ
メ
ー
ジ
作
り
、
先
ず
準
備
号
を
作
っ

て
み
る
こ
と
に
決
定
。
１
２
日
資
源
台
帳

係
・
今
後
何
を
し
て
い
く
の
か
を
話
し

合
う
。
記
録
整
理
係
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
。

「
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
」
活
動
開
始

か
ら
半
年
の
よ
う
す
を
放
映
。
１
３
日

「
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
」
（
事
務
局
移

転
予
定
先
）
の
設
計
士
と
打
ち
合
せ
。

１
４
日
近
畿
地
区
訓
練
に
関
す
る
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
於
奈
良
い
の
ち
の
電
話
）
出

席
。
１
５
日
記
録
整
理
係
。
１
６
日
訓
練
委

員
会
。
１
７
日
担
当
編
成
係
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
新
聞
係
。
二
期
生
養
成
講
座
・
講

義
終
了
。
２
１
日
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
は
じ

め
て
の
親
睦
会
、
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
２
７
日
事
務
局

忘
年
会
。
２
８
日
年
末
の
大
掃
除
。
年
末

年
始
（
１
２
月
２
９
日
１
１
月
５
日
）
の
相

談
電
話
担
当
者
の
皆
様
、
。
ご
苦
労
様
で

し
た
。
（
事
務
局
は
休
暇
と
な
る
）

『

一
年
１
月
７
日
訓
練
ス
タ
ッ
フ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
二
期
生
人
間
関
係
基
礎
訓

練
打
ち
合
せ
。
９
日
聖
心
布
教
会
ピ
ー

タ
ー
ご
チ
ョ
ー
ク
氏
・
移
転
に
つ
い
て

話
し
合
い
。
１
３
日
運
営
（
塚
田
）
訓
練

一
一
ｊ

い

『

（
島
田
）
財
務
（
木
本
）
三
委
員
長
打

ち
合
せ
。
運
営
委
員
会
。
１
４
日
担
当
編

成
係
。
‘
二
期
生
人
間
関
係
基
礎
訓
練
始

る
？
１
６
日
‘
’
一
舌
屋
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
ア
ピ
ー
ル
。
１
７
日
訓
練
委
員
会
。
１
８

日
来
年
度
予
算
案
作
成
。
２
０
日
財
務
委

員
会
・
今
年
度
年
末
募
金
が
思
う
よ
う

に
集
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
赤
字
見
通

し
か
（
？
）
２
４
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
聞

係
。
２
８
日
資
源
台
帳
係
・
ア
ン
ケ
ー
ト

を
作
成
。
２
９
日
第
三
回
理
事
会
（
く
わ

し
い
内
容
は
上
記
参
照
）
。
３
０
日
松
坂
屋

へ
募
金
の
お
願
い
に
行
く
。

２
月
３
日
募
金
を
考
え
る
た
め
の
集
り
。

記
録
整
理
係
。
６
日
名
古
屋
教
会
戸
田

氏
訪
問
。
１
１
日
近
畿
地
区
主
事
会
（
於

京
都
）
・
財
政
確
立
や
事
務
局
の
待
遇

の
問
題
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
う
。

１
３
日
南
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
ア
ピ
ー
ル
。
１
４
日
訓
練
委
員
会
。

１
７
日
担
当
編
成
係
・
三
月
の
調
整
。
運

営
委
員
会
・
来
年
度
の
年
間
計
画
な
ど

を
考
え
る
。
１
８
日
旭
川
い
の
ち
の
電
話

福
島
恒
雄
氏
来
訪
。
２
０
日
ピ
ー
タ
ー
・

チ
ョ
ー
ク
氏
と
話
し
合
い
。
２
２
日
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
打
合
せ
（
於

『

五
反
城
教
会
）
。
２
６
日
財
務
委
員
会
・

今
年
度
決
算
見
通
し
と
来
年
度
予
算
作

成
。
２
７
日
文
珠
先
生
送
別
会
。

３
月
３
日
記
録
整
理
係
。
６
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
リ
ー
ダ
ー
会
・
五
グ
ル
ー
プ

の
り
Ｉ
ダ
ー
が
現
状
報
告
と
問
題
点
、

今
後
の
課
題
な
ど
出
し
合
う
。
７
日

キ
リ
ス
ト
教
会
世
界
祈
祷
日
で
ア
ピ
ー

ル
。
１
０
日
運
営
委
員
会
。
１
１
日
名
古
屋

民
間
保
育
園
連
盟
研
修
会
で
ア
ピ
ー
ル
。

１
２
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
聞
係
。
１
４
日
愛

知
県
社
会
福
祉
協
議
会
講
演
会
で
講
演

（
長
岡
利
貞
訓
練
委
員
、
中
野
郁
子
主

事
）
。
１
５
．
日
-
１
６
日
二
期
生
一
泊
研
修
会

（
於
鞍
ヶ
池
ロ
ッ
ジ
）
。
１
８
日
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
ゲ
ラ
刷
り

が
で
き
て
く
る
。
１
９
日
担
当
編
成
係
・

月
４
回
担
当
の
人
が
増
え
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
新
聞
係
・
期
待
に
こ
た
え
て
「

も
し
も
し
」
第
一
号
完
成
／
・
反
響
や
い

か
に
？
２
０
日
連
絡
調
整
係
。
拡
大
訓
練

委
員
会
。
２
５
日
「
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
」

の
外
郭
が
で
き
上
り
、
現
地
見
学
。
相

談
員
認
定
の
た
め
の
特
別
会
議
。
２
６
日

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
統
計
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（

於
京
都
）
出
席
ｊ
ｍ
日
カ
ト
リ
ッ
ク
司

祭
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ヘ
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
の
ア
ピ
ー
ル
。
３
０
日
名
古
屋
キ

リ
ス
ト
教
協
議
会
イ
ー
ス
タ
ー
早
天
礼

拝
で
ア
ピ
ー
ル
。
（
佐
藤
）



募 金
賛助会員Ａ
豊田江美
須田静代
太田八重子
森川千鶴子
滑田武男
木村晴子

報告（徊１５年１１月１日～１９８６年３月３１日） （順不同・敬称略）

長 岡 利 貞 会 沢 俊 三 ② 戸 加 里 妹 子 神 言 神 学 院 清 川 喜 代 子 山 口 真 人 北 郁 子
名 古 屋 学 院 大 学 宗 教 部 委 員 会 吉 田 千 鶴 子 加 藤 迪 春 島 田 正 賞 ⑤ 鈴 木 武 二
岩 田 亮 ニ ロ ゴ ス セ ン タ ー 伊 藤 孝 一 木 全 昭 二 高 田 邦 彦 寺 西 一 雄
小 西 美 智 子 滑 島 恒 徳 ・ 須 栄 子 中 山 政 和 林 晃 ・ 千 春 木 本 精 之 助 井 上 耕 一
長 浦 海 星 カ ト リ ッ ク 教 会 ② 野 末 秀 俊 福 井 智 伴 紀 子 三 谷 幸 雄 ・ 多 喜
カ ト リ ッ ク 稲 沢 教 会 塚 田 桂 子 原 智 津 子 国 分 孝 雄 匿 名 １ 名

賛助会員Ｂ
直 井 豊 神 田 輝 夫 名 波 正 子 神 戸 一 子 太 田 敦 子
中 野 郁 子 足 立 文 彦 本 田 健 次 竹 内 幸 一 菅 原 美 智 子
山 田 武 昌 河 津 百 合 臼 田 治 子 植 田 望 橋 本 芳 子
村 瀬 文 男 渡 辺 徹 朗 森 ひ さ 子 福 田 忠 徳 高 鳴 剛 三 郎
柿 沼 重 男 河 村 久 子 島 田 吉 枝 長 津 栄 塚 田 素 子
尾関静枝（２年分）近藤清岩田百合子（２年分）

合計４６０４６０，０００円

小幡美登理日本福音ルーテル希望教会
鈴 木 富 子 田 中 雅 子 折 重 幸
柴 田 正 英 ・ 安 子 間 瀬 喜 郎
衛 藤 静 恵 林 比 佐 雄
石田義人（２年分）竹村絹子
谷 口 龍 三 村 松 正 義 高 橋 孝 子

加藤けい子日本キリスト教団金城教会青年会匿名１名合計４８０２３６，０００円（分割払いを含む）
賛助会員Ｃ
岩 田 鉱 一 岡 崎 和 子 小 川 マ リ 子 後 藤 茂 子 高 橋 栄 一 宮 田 喜 代 子 山 内 亮 一
鈴 木 久 野 深 山 か の 子 木 村 知 ． 善 財 紘 子 水 野 淑 子 春 日 部 道 相 馬 貞 蔵
足 立 克 己 ド ミ ニ コ 会 聖 ヨ ゼ フ 修 道 院 金 子 紀 子 湯 瀬 美 知 子 三 沢 篤 子 辻 潤 一
辻 砂 千 子 水 谷 貫 一 湧 井 規 子 木 全 磨 沙 美 町 田 隆 哉 細 田 智 津 子 山 田 久 子
山 下 マ サ メ 井 元 毅 司 伊 藤 き よ ゑ 山 田 竹 子 加 藤 明 宏 平 田 伸 稲 村 豊
宮 本 衛 水 野 明 宏 中 川 洋 子 日 本 キ リ ス ト 教 団 瀬 戸 永 泉 教 会 栗 山 明 美
戸 田 伊 助 （ ２ 年 分 ） 常 富 佳 子 樋 田 嘉 光 武 田 真 治 新 家 恵 子 （ ２ 年 分 ） 浅 井 幸 子
日 本 キ リ ス ト 教 団 桃 山 教 会 婦 人 会 松 本 和 之 佐 藤 辰 一 磯 部 佐 知 子 志 村 恵
水 谷 小 枝 子 合 計 ５ ３ ０ １ ５ ９ ， ０ ０ ０ 円

寄付金（個人）
梅 沢 晴 子 沢 村 幸 子 内 川 正 邦 ④ 武 保 輝 彦 ② 楠 忠 雄 ④ 蒔 苗 節 子 中 村 三 郎 ②
高 嶺 昌 中 堀 仁 四 郎 山 口 幸 男 伊 藤 雅 子 匿 名 １ 名 合 計 ２ ０ ０ ２ １ ３ ． ６ ０ ０ 円

寄付金（団体）
瀬戸カトリック教会城北第ニプロック日本キリスト教団名古屋東教会・同婦人会②
カトリック弥富教会ボーイ・ガールスカウトカトリック名古屋教区
南山ＹＭＣＡ南山ワイズメンズクラブカトリックー宮教会②カトリック一宮教会（バザー）
日本キリスト教団金城教会婦人会カトリック東海教会江南カトリック教会
日本キリスト教団高蔵寺ニュータウン教会婦人会ノートルダムｊ１１１：育修道女会岐阜聖パウロ教会
チッポラの会日本キリスト教団愛知教会婦人会東海銀行本店合計２００８２５，４５１円

歳 末 ・ ク リス マ ス 募 金 報 告 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ）
南山ファミリーＹＭＣＡ・南山幼稚園日本キリスト教団名古屋東教会佐藤あさ子
聖 マル コ 教 会 長 岡 利 貞 林 郁 子 グ ル ープ 糸 の 花 盛 田 純 子 日 本 キ リ ス ト 教 団 南 山 教 会
石黒豊重日本バプテスト連盟瑞穂キリスト教会八事１１１霊修道院千波冨美子相馬信夫
樫尾一長野信一日本キリスト教団鳴海教会バザー委員会日本キリスト教団金城教会
日 本 福 音 ル ー テ ル 名 古 屋 教 会 佐 藤 辰 一 児 玉 光 雄 伊 藤 亥 之 女 勝 股 か ね 和 久 英 子
田 中 あ さ 子 西 田 ス エ 子 朝 岡 学 松 井 く ら 加 藤 三 緒 子 伊 藤 倫 子 浦 野 美 里
聖 パ ウ ロ 女 子 修 道 会 森 部 暁 子 三 谷 多 満 枝 石 田 義 人 津 田 と み 子 山 内 亮 一
志 方 田 鶴 子 内 川 正 邦 土 方 つ や 子 工 藤 育 子 宮 木 靖 子 豊 橋 カ ト リ ッ ク 教 会

つ

や



『

『

福 本 泰 一 伊 藤 静 子 杉 浦 玉 小 川 義 雄 ・ マ リ 子 岳 野 フ サ 江 石 垣 弘 子
本 田 健 次 佐 尾 三 保 子 大 橋 京 五 味 素 代 柳 生 球 子 佐 藤 一 夫 岡 部 美 代 子
読 売 新 聞 名 古 屋 総 局 河 野 登 喜 子 加 藤 順 一 加 藤 淑 子 丹 羽 美 智 子 清 川 喜 代 子
桑 名 カ ト リ ッ ク 教 会 神 田 喜 代 子 ダ ン ス 愛 好 会 木 島 正 司 島 田 麗 子 深 尾 松 男
日本キリスト教団名古屋東教会婦人会日本聖公会聖マタイ教会神田よ志小笠原祐次
川 村 敏 夫 豊 田 理 恵 豊 田 理 彰 服 部 み や こ 水 野 美 代 子 高 須 速 夫 石 田 喜 代 子
立 花 玲 子 榎 本 淑 幸 傍 島 茂 夫 カ ト リ ッ ク ー 宮 教 会 中 村 三 郎 土 肥 美 枝 子
森 谷 幸 長 松 一 枝 春 日 部 道 聖 マ リ ア の 無 原 罪 修 道 院 幼 き 聖 マ リ ア 諒 道 会
竹 内 幸 一 岡 田 滑 子 中 川 鋪 子 菅 原 和 夫 菅 原 真 弓 菅 原 慶 紀 北 郁 子
日 本 キ リス ト 教 団 名 古 屋 中 央 教 会 野 間 泰 生 片 岡 み ち 枝 伊 藤 禎 子 豊 田 寿 子 ゛
豊 田 英 二 豊 田 園 子 諏 訪 昭 子 武 嶋 恵 子 鳥 居 平 和 田 中 雅 子 林 た か 枝 内 海 捨 子
宇佐美夏子高橋栄一比嘉ウタ相馬康人Ｔ沖本敬子安藤順院湯田豊子中野悦美
植 木 貞 次 郎 今 井 文 子 徳 永 泰 子 山 本 妙 子 加 藤 孝 子 平 井 瑞 子 樋 口 富 士 夫 竹 内 宏 子
加藤みゆき加藤芳徳高橋郁子小川照子カトリック弥富教会山田すゑ佐野百合子
伊 藤 花 代 千 葉 せ ん 子 本 告 光 男 春 原 憲 治 高 木 代 市 中 川 晋 介 浅 見 方 貴 春 田 す ま 江
日本キリスト教団春日井教会婦人会鈴木節子清水喜作日本キリス教団愛知教会
岸正倫１１１１１暗恒子小知和優江成田良子久野ひろ子渡辺疆三佐藤加恵鈴木武二
カトリック名古屋教区事務所・高村和子酒井良金子紀子聖マリア幼稚園近藤直枝
福 田 昌 男 臼 田 治 子 神 言 神 学 院 小 久 保 俊 三 船 山 京 子 田 中 暁 辻 潤 一 ・ 砂 千 子
加 納 静 江 高 嶺 周 杉 山 明 川 口 鐘 一 伊 藤 み っ 子 多 和 田 い み 子 三 井 と み 恵
石垣螢樹一圓俊郎伊藤隆郎松村睦子早川雅春日本キリスト教団名古屋ｒｌ：ｌ村教会女性の会
釡井瑳智子鬼頭明枝岡崎和子聖霊奉侍布教修道女会日本キリスト教団熱田教会
飯尾てる山下弘子内柱綾子植田望城北橋聖心教会日本キリスト教団春日井教会
押 切 カ ト リ ッ ク 教 会 丹 羽 清 北 條 と く 子 村 瀬 政 子 渡 辺 宜 親 有 田 信 子 吉 村 直 子
木全昭二木全磨沙美石川寿々子梅沢満子加藤千代子石黒豊重中島りゑ子・青山かずゑ
聖ドミニコ宣教修道女会岡崎修道院宮原瑛子近藤国親祖父江みっこ矢野揚子三輪淑子
玉 置 恵 子 川 名 山 聖 霊 修 道 院 田 内 昭 吉 川 っ げ 川 瀬 比 砂 子 浅 井 千 代 子 白 井 泰 子
加藤慎二・順子野田平一柳原佳枝カトリック平針教会川津錦子傍島千咲子吉武節子
聖心の布教姉妹会岡崎修道院小谷充子梶浦和由日本キリスト教会名東教会婦人会
山下政一・登代子１１１１ｔ殿照子田中テル枝荒ＪＩＩ良子肥田藤子小川貞三・千重子加藤純一
芝原ゆかりベネディクト（日比野教会）西村勝佳山田久子飯塚三千子奥谷文子
名古屋ＹＷＣＡ小川義雄日本キリスト教団名古屋北教会清島恒徳・須栄子平野昌子
岩間義郎古谷恵子森下眸日本聖公会名古屋聖マルコ教会須藤よし子小板橋秀行
金森なを水野亨好村瀬文男日本ナザレン教団：名古屋教会カトリック恵：；ぢｉ町教会中山佐知子
片寄洋子青木恵子児玉篤尚松田百代子日本キリスト教団半田教会岡崎カトリック教会
松 山 昌 司 梨 本 将 代 家 田 足 穂 今 井 士 郎 小 島 丈 夫 梶 原 寿 森 宣 子 神 田 輝 夫 津 田 卓 司
渡辺徹朗廣重義次伊藤とき子小池賢太郎金城学院高等学校矢満田篤二・神戸一子
聖ドミニコ宣教修逡女会光ケ丘女子高等学校生徒会カトリック南山教会聖心布教会木本１宥之助
道家良枝：ｌｉｔ沢カトリック教会七尾カトリック教会西村牧子太田美恵中根瑞枝山村博偉
在日大韓基督教名古屋教会高橋一美ｆ２１１藤洋子日本キリスト教団豊田教会日本キリスト教団南山教会
木村とし活けるキリスト菱野-一麦教会。中谷塩子日本キリスト軟１１１１：金城教会今泉宗久鶴野秋信
林温江鈴木冴子内藤文子名波正子金城学院山田真理日本キリスト教団岡崎茨坪伝道所
日本聖公会豊橋ｊ１１・天教会竹谷とき森昭子山田章恵日本キリスト教団尾張一宮教会
五反城カトリック教会信徒一同カリタス会恵方修道院日本キリスト教団鈴鹿教会伊藤宗太郎
１１１公会-・宮聖光教会婦人会日本キリスト教団広路教会安田キリスト教会島田麗子伊左治正文
日本キリスト教団メ裕教会カトリック高蔵寺ニュータウン教会日本キリスト教団名古屋桜山教会藤城昇
カトリック多治見教会日本キリスト教団名ｉ！握西教会日本キリスト教団名古屋靭ｌｌ伝道所カトリック半田教会
日本聖公会一一・宮聖光教会日本キリスト教団枇杷島教会カトリック／ｊヽ牧教会日本キリスト教団；福井神明教会
名 古 屋 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 聖 心 会 本 部 修 道 院 匿 名 １ 名 合 計 ３ ４ ２ ０ ３ 、 ０ ５ ９ 、 ７ ６ ０ 円

（募金報告に誤り、報告もれがありましたならばヽ誠に申しわけありませんが、事務局・へお知らせください。）


